
 

                            

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 大浜小プライド わが校のじまん、宝物（大切にしているもの 伝統や文化他） 

 
                         大浜小学校の校歌は、昭和２６年に作られ

ました。それから６６年の間、何千人もの

人々により、歌われ続けてきました。このよ

うに歴史と伝統のある校歌ですが、歌詞に古

くささは全く感じられません。現代にも十分

マッチしています。校歌は４番まであります

が、各々の最後のフレーズは、「楽しい楽し

い 大浜小学校」「伸びゆく伸びゆく 大浜小

学校」「輝く輝く 大浜小学校」「栄光ある栄

光ある 大浜小学校」と目指すべき学校の姿

が謳われています。時代を超えても変わらぬ

理想の学校像がそこにあります。昔も今も

人々の願いは同じようです。 
校歌をみんなで歌う機会は、式や集会の時等です。先日も運動会の閉会式で、全校児童、保護者や地

域の方々等、各々が各々の思いを抱きながら、力強く校歌を歌いました。大浜っ子の誇りと愛校心が運

動場いっぱいに広がっていくようでした。その様子から、校歌に託した先人の思いが今も生き続けてい

ることを感じました。「楽しい・伸びゆく・輝く・栄光ある」すばらしい学校をつくっていきたいと改め

て思います。 

                     
大浜小学校には、児童の健やかな成長を支えて

くださる地域の学校応援団の方々が大勢おられま

す。読み聞かせや米作り、野菜作り等の農業体験、

茶道、校区の歴史学習、安全指導等々、教育活動

の様々な場面で、協力・支援を得ています。地域

と共にある学校に通う子どもたちは、地域の方の

温かい眼差しと言葉により、充実した学びの恩恵

を受けているのです。有難いことです。 
平成１１年に始まり、恒例となった「大浜ふる

さとフェスタ」も応援団なくしては実施できない

行事の一つです。これは、地域の方々から伝承遊

び等を学び、その知恵や経験を自らの生活に生か

すことを目的として行っています。竹馬、竹とん

ぼ、お手玉等、子どもたちは毎回、地域の方々と

ふれあいながら楽しく活動し、豊かな心を育んで

います。 

玉名市小中一貫教育…玉名市は全小中学校で小中一貫教育を進めています。 

有明中学校区教育目標 

 夢の実現に向けて、確かな学力、豊かな心、健康・体力を身につけた児童生徒の育成 

有明中学校区でめざす子ども像 

 あ 明るくあいさつを交わし、思いやりあふれる児童生徒 

 り 理想を高く持ち、自ら学び、高め合う児童生徒 

 あ 安全と健康に心がけ、体力づくりに励む児童生徒 

 け 謙虚な心で、粘り強く努力する児童生徒 

学級数  ８学級 

児童数 １２６名 

【歌い継がれてきた校歌】 

【地域の学校応援団】 



２ 学校教育目標 

  夢の実現に向けて、確かな学力、豊かな心、健康・体力を身につけた児童生徒の育成 

  【校訓】 やさしく かしこく たくましく 

３ めざす子ども像（こんな子どもを育てます。） 

○あ  明るくあいさつを交わし、思いやりあふれる児童生徒 

  ○り  理想を高く持ち、自ら学び、高め合う児童生徒 

  ○あ  安全と健康に心がけ、体力づくりに励む児童生徒 

  ○け  謙虚な心で、粘り強く努力する児童生徒 

４ 教育活動の実践・重点事項等 

         
月曜日、朝、児童会実行委員会を中心に、あいさつ

の習慣化とレベルアップを目指し、あいさつ運動に取

り組んでいます。校門付近に一列に並んだ委員会の児

童が登校してくる子どもたちを出迎えます。「おはよう

ございます！」「おはようございます！」子どもたちの

明るいあいさつが飛び交い、実に気持ちのいいひとと

きとなっています。あいさつを通しての心の交流が、

子どもたちに笑顔と元気を与えているようです。 

大浜小児童のあいさつは、全体的にはとてもよいの

ですが、個人差があります。「大きな声で立ち止まって」

のあいさつを全員ができるようになることを願い、こ

れからもあいさつ運動に力を入れていきます。 

 

「子どもたちの学ぶ意欲を高めたい」「もっとわかる

授業をしたい」「思考力・判断力・表現力を育む授業を

したい」等々、私たちはよりよい授業を求め、日々、

研鑽に励んでいます。本校では、研究主題 問い続け

る子どもの育成 ～対話を重視した課題解決学習を通

して～ を掲げ、全職員で実践的な研究に取り組み、

授業の腕を磨いているところです。 

 例えば、模擬授業やワークショップ形式による授業

研究会を通して、全職員で多面的多角的な視点で意見

交流を行いながら、指導の在り方を追究しています。

これからも、「わかった！」「できた！」と子どもたち

が学ぶ喜びや学びの意義を実感できるように、常に授

業改善に努め、児童一人一人の学力の向上へとつなげ

ていきたいと思います。 

 
 学校の一大イベントである運動会。本年度も「自分

の力をふりしぼれ！みんな かがやく 運動会」のテ

ーマのもと子どもたちは大活躍し、大いに盛り上がり

ました。運動会の教育効果は高く、学ぶことはたくさ

んあります。体力向上はもちろんのこと、最後までが

んばることの大切さ、全員で取り組むことの素晴らし

さ、協力、責任感、主体性、忍耐、努力等、実に多く

のことを学んでいきます。全力で頑張るからこその感

動体験もあります。今回も練習を通して成長していく

子どもたちの姿をたくさん見ました。これから、運動

会での学びの成果を自身の生活に生かし、もっともっ

と輝く子どもたちの姿を見たいと願います。 

【あいさつ運動で さわやかな朝に】 

【学びと感動がいっぱいの運動会】 

【授業改善を目指して】 


